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マイスナーは、イタリア式とイギリス式簿記から固有のドイツ式簿記へと展開している。
イタリア式簿記は、複式簿記に基づいて仕訳帳より元帳の諸勘定へと振替えられている。
決 算 に 際 し て、 そ の 諸 勘 定 を ま と め て、 損 益 勘 定（Gewinn und Verlust=Conto） お よ び 総 貸 借 平 均 表

（General=Bilanz）を作成している。前者は仕訳を通して完成されるが、後者は仕訳を通して完成されておらず、損
益勘定へもたらされた以外の諸勘定の集合体である。これを示すと「図表－１」の通りである。

イギリス式簿記は、マイスナーによれば、ジョーンズの簿記を代表としている。これを示すと「図表－2」
の通りである。

ジョーンズの日記帳は「仕訳帳的日記帳」の特徴をもっている。仕訳は、商品取引について削除されてい
て、その他について、借方と貸方の一方のみが示されている。そして、日記帳の末で利益が算出されている
一方で、元帳でも末尾に“Conto d. vorräthigen Waaren u. Sachen”が設けられ、ここでも利益が算出されて
いる。両者の利益は一致している。

ジョーンズの簿記の体系図表－２

マイスナーのイタリア式簿記による決算図表－１

  日 記 帳 元 帳 

  補 助 簿 
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仕   訳

（仕訳帳）

勘   定

決算財産目録

損   益

（元  帳）

総貸借平均表
照 合

資料：マイスナーの諸勘定とそれに基づく決算
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イギリス式簿記の日記帳
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イギリス式簿記の元帳
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イタリア式簿記の元帳
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